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中部日本を席巻した石器石材「下呂石」の獲得に関わる

考古学的データ、その流通状況の追跡に寄与する火山地

質・分析科学的データの獲得を目指して、筆者らは湯ヶ峰

の現地調査を継続している。本発表では、2021 年末まで

に筆者らが新たに実施した発掘調査成果を速報し、人類

活動の様態を議論する。 
2020 年度の遺物分布調査をうけ、湯ヶ峰における石材

獲得・消費行動の痕跡を正しく認識するためには、マスム

ーブメントの影響を少なく見積もれる山頂付近で、時間

的限定性の高い資料群を求めた調査を実施する必要があ

ると考えた。山頂付近は南北に痩せ尾根が走っているが、

三角点設置場所から北に 140m 進んだ場所に幸運にも平

坦斜面が遺存していたので、ここで小規模な発掘調査を

実施した。 
北調査区を2.5×2m、南調査区を1×3mとして設定した。

北調査区は発掘前に直径 3m 程度の凹み地形が見いだせ

た箇所、南調査区は斜面の傾斜変換点で、ほぼ平らであっ

た箇所に設けた。両調査区とも層序は共通しており、地表

面から約60cmで、下呂石や層状流紋岩からなる溶岩層に

到達する。本層は、石崎ら（1998）の「UOB」層に相当し

よう。これを覆う黄褐色ローム質土層は、下部が下呂石・

層状流紋岩の角礫を、中部は多孔質流紋岩の亜円礫をそ

れぞれ多量に含む。ともに砕屑物支持の層である。上部約

20cmは礫の含有率を減らして基質支持となり、やや暗色

を呈する漸移層を経て表土に至る。北調査区では南北に

走る溝状地形を、黄褐色ローム質土層上面で検出した。こ

れらの一部は基盤の溶岩層にまで達しているが、形成年

代や成因は不明である。 
石器は既に地表面にも散乱していたが、黄褐色ローム

質土層上部まで（地表面下約20cmまで）の層準で顕著に

出土した。遺物はすべて下呂石製で、灰色がかった、やや

粗粒の印象をうける器面を見せており、淡黄白色の軟質

部を縞状にまじえる。基盤岩を構成するものと同じ岩質

である。代表的な遺物を図1に示す。 
1は石理（流理構造）に沿って打ち割られた剝片を素材

とする両面調整石器で、今回の出土品のなかで最も剝離

加工が進み、尖頭器然としているものである。2は求心状

の両面剝離痕をもつが、折れ面を残すことから、これに直

交する長軸をもつ両面調整石器の製作失敗品とも推定さ

れる。5、6 はともに両面調整石器の加工過程で生じたも

ので、6は打面と対向する縁辺にまで割れが及んだ、オー

バーショットによる剝片である。8は板状の下呂石原礫な

いしは剝片を両面調整する最中に折損した、製作失敗品

と見なせる。一方、4、7、9は、分割した下呂石角礫に対

して剝片剝離を進めるもので（剝片・石核）、先に述べた

両面調整石器と関連づけることは困難である。 
現時点では、石器群の年代を示す直接的な証拠は得ら

れていない。しかしながら、遺物を包含する黄褐色ローム

質土層は、発掘調査区から北に約100m斜面を下った、北

接する山体との鞍部にある湯ヶ峰山麓No.1遺跡（愛知学

院大学文学部石器研究グループほか 2008）の、黒曜岩製

尖頭器の包含層と推定される層に対比できる。これを相

模野台地 B1 層上部の尖頭器に対比する見解に依拠すれ

ば、本層の上限年代をMIS2終末期と見積もれる。下限年

代をめぐっては、湯壺跡入口地点（馬場 2019）や「湯の

平」では、黄褐色ローム質土層を厚い黒ボク土が覆ってい

る点が注視される。発掘調査区の黄褐色ローム質土層は、

黒ボク土形成以前の堆積物だろう。 
 この石器群には、基盤岩に由来する羊羹形の下呂石角

礫を割り進め、両面調整石器を生み出そうとする作業が

垣間見える。上述の層序関係にしたがって、この石器群を

更新世末に位置づけるなら、大林遺跡K6石器群（吉田編

2002）との関係が取り沙汰されよう。少なくとも両面調整

石器の工程連鎖は、両石器群間には見いだしがたい。湯ヶ

峰における人類活動痕跡を追う研究はまだ緒についたば

かりであるが、発掘調査の継続はもとより、各堆積物の年

代決定や遺跡形成過程の把握、溝状地形の評価が、差し当

たっての探究課題となろう。 
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図1 湯ヶ峰山頂遺跡（2021年発掘調査区）から出土した下呂石製石器（2, 7は北調査区, ほかは南調査区出土） 


